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第 52回自衛隊高級幹部会同で、安倍首相「改憲表明」！ 
 安倍首相は 3日、防衛省で開かれた自衛隊高級幹部会同で「自衛隊員が強い誇りを持って任務を

全うできる環境を整えるのが、今を生きる政治家の責任だ、私はその責任をしっかり果たしていく」

と訓示しました。明言はしませんでしたが、事実上、自衛隊の存在を明記する憲法改正への意欲を

重ねて表明しました。  

首相は西日本豪雨での災害支援やソマリア沖での海賊対処など 

を挙げて「国民の負託に全力で応える諸君を大変頼もしく誇りに 

思う」と表明。「時には心ない批判をされたこともあったと思う。 

自衛隊の最高指揮官、同じ時代を生きた政治家として、じくじた 

る思いだ」と述べました。  

 また、首相は、米朝首脳会談の実現など朝鮮半島の平和への激 

動には触れず、日本の安全保障環境が想定より「各段に速いスピ 

ードで激しさを増している」などと発言しました。そして、年末 

に見直す防衛政策の指針「防衛計画の大綱」に関して、「宇宙、 

サイバー、電磁波という新たな領域を横断的に活用した防衛体制 

への変革は待ったなしだ」と述べました。  

 合同では小野寺防衛相らのほか、河野克俊統幕僚長ら陸海空各 

自衛隊の機関部約 180人が訓辞を受けました。 

安倍首相は、第 2次政権発足翌年の第 48回会同（2013年 9月） 

で「日本国憲法が掲げる平和主義は、これからも堅持していく」と表明したほか、戦争法強行直後

の第 49回会同（2015年 12月）では、自衛隊の存在は合憲だとの主張を展開しました。第 51回会

同（2017年 9月）では戦争法を正当化したものの、同年 5月 3日に表明した憲法への自衛隊明記に

は一切言及していませんでした。 

憲法 99条の「憲法尊重擁護義務」違反 とんでもない発言！ 
これらの発言は、明らかに安倍首相の持論である憲法 9条に自衛隊を明記するとの主張を述べた

もので、憲法 99条で定めた国務大臣、国会議員の憲法尊重擁護義務に明らかに違反し、立憲主義

を踏みにじるものです。憲法 9条への自衛隊明記は、制限もなく海外での武力行使を可能にするも

のであり、衛隊員の誇りとは何の関係もないものです。 

防衛省の公式発表によると、高級幹部会同の目的は防衛省の政策方針を自衛隊高級幹部に周知徹

底させることなどであり、安倍首相の訓示は自民党総裁としてではなく「内閣総理大臣」として行

ったものであり、このような発言をする場ではありません。まさに、憲法尊重擁護義務違反です。 

 

「アベ政治を許さない」ポスターを掲げ抗議する定例行動  

今月も各地で実施！ 
 「アベ政治を許さない」のポスターを掲げて抗議する定例行動が 3日、全国各地で取り組まれま

した。この行動は作家の澤地久枝さんが呼びかけ、毎月 3日に行われているものです。 
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国会正門前での行動には約 80人が参加しました。大阪府八尾市の男性（75）は孫と一緒に初参

加。「安倍政権はとてもじゃないが任せてはいけない。なぜあのような人が首相なのか。今の社会

に“悪性”を及ぼしていると感じます」と憤ります。孫の 

大学生（19）は「世界が不安定なときにおかしい人がトッ 

プになる。安倍政権を含め間違っていることをする風潮が 

はやっているように感じます。暑い中でも無言の抗議はす 

ごいと感じました」と話しました。 

また、フランスのパリに住み、同市内でポスターを１人 

で掲げ立っているという齋藤紀子さん（77）は「秘密保護 

法が国会であっさり通ったとき独裁政治が始まるなと思い 

ました。戦争体験者なので安倍政権に危機感を持っています」と話しました。 

 この日、88歳を迎えた澤地さんは「安倍政治に対して絶対に反対という思いはともしびのように

消えることはありません。これからも休まずに続けたい」と話しました。沖縄知事選に触れ「自民

党には勝たせてはいけない。米軍基地のない平和な沖縄を取り戻すためにも小さな力でもがんばっ

ていきたい」と訴えました。 

  

各地のとりくみ 
 

仙台 「仙台空襲で一緒に逃げた人が犠牲に。繰り返さない」と署名 
 宮城・革新懇（平和・民主・革新の日本をめざす宮城の会）は 1日、安倍首相の異常な執念で突

き進もうとしている 9条改憲を阻止しようと、仙台市内の繁華街で 3000万人署名宣伝を行いまし

た。 

 あいにく時折雨降る中でしたが、参加者は懸命に署名を呼びかけました。マイクを握った革新懇

の富樫昌良常任世話人と本田勝利世話人は「9条に自衛隊を書き加えても何も変わらないというの

は国民だましだ」と批判しました。参加者は「私たちは九条改憲を望みません」と書いた垂れ幕を

署名板つけて呼びかけました。 

 署名に応じた、小さな子どもを連れた母親や若い保育士の女性などが次々に足を止め、署名しま

した。 

 小学 3年生の時に仙台空襲にあった垂石洋子さんは（82）は「一緒に逃げた人が犠牲になり、空

襲後も食べ物がなく苦しい生活だった。そういうことを繰り返させたくない」と署名しました。ま

た、泉区の田地八重子さん（68）は、「小さいころから母に『戦争は良くない』と聞かされてきた。

知らないうちに戦争できる国になるのは嫌です」と話し、署名しました。 

 

埼玉 オスプレイ学習会 監視活動強化を 
 埼玉県平和委員会は 8月 19日、久喜市で「埼玉の空が危ない！緊急学習会」を開催し、加須・

久喜・羽生・杉戸・春日部などから 48人が参加しました。主催は埼玉県平和委員会。 

 学習会では、県平和委員会の二橋元長事務局長が「空の 

ウォッチング」活動や、その結果得られる情報をもとにオ 

スプレイの飛行ルート下の自治体を訪ねて懇談する「ピー 

スキャラバン」の経験などを報告し、「オスプレイなど米軍 

機の傍若無人な飛行を許さないためにもウォッチング活動 

を強め、防衛省・北関東防衛局などに苦情を突きつけよう」 

と訴えました。 

 参加者から「家の上空でヘリコプターにしては音がうるさ 

いと思ったら、オスプレイだった。とうとう来たかと思った」「米軍機が飛んでいることを知らな

い人がいる。今日の話をいろんな人に知らせたい」と言った感想が出されました。 

埼玉県平和委員会  （平和新聞 9月 5日号より） 
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群馬 相馬原演習場入口で「オリエントシールド」中止呼びかける宣伝行動 
 群馬県の相馬原演習場入り口で 1日、安保破棄群馬県実行委員会（吉村駿一実行委員長）は日米

合同の実働訓練「オリエントシールド」の中止を呼びかける宣伝行動行いました。 

 相馬原での合同訓練は 1～3日の予定でしたが、31日夕方に中止の情報が入ったものの、雨の中、

35人が横断幕やプラスターを掲げ、「北朝鮮からミサイルは飛んできていない。北東アジアの非核

化と平和を促進するため話し合いを」「オスブレイの群馬上空での訓練はやめろ。横田配備は撤回

せよ」「憲法 9条を生かした平和外交を」などと訴えました。 

 日本共産党の伊藤祐司、酒井弘明両県議らも参加しました。 

 

青森 全国 3000万人署名青森県民の会が街頭宣伝・署名行動 
 青森市新町で 8月 29日、「安倍改憲ＮＯ！全国 3000万人署名青森県民の会」は「憲法 9条は世

界の宝」「改憲ＮＯ！3000万人の声を届けよう」のノボリやポスターを掲げ、街頭宣伝・署名行動

に取り組みました。 

 参加した 16人が「市民の力で憲法 9条改悪を止めたいと署名をお願いしています。是非、私た

ちの話を聞いてください」等と、それぞれ声を響かせ、積極的に市民との対話に挑戦し、署名を広

げました。 

 ある参加者は、進んでペンをとる市民には秋の臨時国会に憲法改正案を提出したいと執念を燃や

す安倍首相の話を振り、信号待ちの高校生には「憲法 9条を知っていますか」など、対話の内容を

変えて呼びかけました。 

 対話になった 3人組の女子高校生は「戦争はいやだもんね」「そだね」と確認しあって、そろっ

て署名しました。 

 市民へビラを配布して署名を呼びかける人と、そこで足を止める市民に駆け寄り対話する人に分

かれ、連携プレーで署名を広げる 2人組もいました。 

 対話に応じ「改憲発議を止めたい」と署名した女性（50代）は、「安倍さんは、小さな傷をつく

り勝手に傷口を大きくする人。安倍語を使い、日本語は通じない。早く辞めてほしい」と語りまし

た。 

 

 

＜プログラム＞ 

・プレコンサート（なりぞうさん） 

・主催者挨拶、 

・国会各野党代表挨拶（党首クラスの参加を要請中）。 

・連帯挨拶：安保法制に反対する学者の会（上野千鶴子さん） 

・「止めよう！辺野古埋め立て」国会包囲実行委員会 

・九条の会（渡辺治さん） 

・沖縄から（山城博治さん） 

※デモは、鍛冶橋駐車場前 流れ解散 


